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4-89) 0 1，3921/min (2，000 m3fd)の揚水量でフk位降下量は 11.5m位であり，そのときの水位は地

下 3m位にとど まっているという結果がえられている。

こ のように， 裂か水の入れものの状態とそのあり方，火山岩類にI~ の溶岩流の分布とその規模な

どをじっくりと調べ，裂か水を旺胎する割目の分布を確かめるための放射能探査，地形判読など

の方法を有効に利用し， さらに既設井の深度以上まで掘削する こと も考慮に入れていくようにす

れば，能登半島ではまだ地下水開発の余地はあるものと考えられる。

15. 妙高 山 麓

(1) 地形・ 地質

(中川耕ニ〕

妙高火山は新潟県西部に位置 し，標高 2，449rnの妙高山を中央火口丘とする二重式火山である。
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図2-4-90

妙高火山東北館

地質図
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回 1 圏 5
日 2 日 6
函 3 日 7
皿4

1.大田切川、赤倉火砕流 2.田口、関}:I、矢代}II泥流
3.降下火山灰(ローム) 4自国切川、片見}II、渋江川火
砕流 5.魚沼層及び第三紀層 6.主な井戸 7.ボーリング

図2-4-91 妙高火山東北麓地質断面図

妙高火山の東側から北側にかけて延長

15 km， 11圏3-4kmの裾野が広がって

L、る。

妙高山麓の地質については，妙高団

研グノレーフ・(2) 早津(3)(4)(5)(B)，早津 ・

新井(7)などの研究がある。以上の研究

から地質図(図2-4-90)，断面図(図 2-

4-91)を編図し，火山噴出物層序 (表

2-4-28)をとりまとめた。

妙高火山の基盤岩は，西側の矢代川

沿いに第三紀中新世の火打山層 (2) (砂

岩，頁岩互層〉が分布 し，東側の関川沿

いには鮮新世~更新世 の魚沼層群(8)

(li繰岩，砂岩，凝灰角隣諸〉が分布する。

火山体直下付近および横根山に も第三

紀眉が分布する (2)(4)。山麓の温泉ボー

リングによれば，妙高村大洞原では深

度 185mに，新赤倉温泉では深度 250mに凝灰質頁岩，頁岩といった記載がある。中郷村松ケ

峯温泉では，地下 91mで第三紀層に達している (2)。山麓の第三紀層の構造は北東一南西方向に

速なる向斜構造と背斜構造があり (2)，とくに水文地質構造を支配する ものとして，火山体直下か

ら横根山の西側を通り ，渋江川に沿ってのびる向斜軸と その東側の横根山から松ケ峯，

とつづく背斜軸がある (2)。

二本木へ

早津(3)(6)によれば，妙高火山は古妙高火山と新

妙高火山に大別され，後者はさらに第I期~第W

期の活動期に細分されている(表2-4-28，図 2-4-

90， 91)。

古妙高火山形成期:妙高火山の土台となってい

る地獄谷溶岩のような古い火山の存在が推定され

ている。

新期妙高火山形成ー第I期 古妙高火山 の形成

からかなりの時間間隙をおいて活動を始めた。 l噴

出物は主に溶岩で，現在の外輪山の主体をなして

し、る。

同一第 II期 (10万年より古い時代(7)):成層火

山を形成する溶岩類と 山麓へ流下した火砕流をl噴

出した。これらの火砕流は，南から白田切川， 片

貝川，渋?工川火砕流と呼ばれ，灰白色の石英安岩

100 

50 

30 

20 

S 10 
(m) 

5 

3 

2 

1 

トー。

~ .. 
。 6・
"，9。

6 。 • 
。 2 。

0.1 0.2 0.3 0.5 1 2 3 5 10 
Q (x10'rri'/ d) 

・大田切川・赤倉火砕流をfi?水屑とするヂi戸(関山付近)。 同 1: (松ヶ峯付近〉
O渋江川火砕流を~1-\:水周とする井戸 (二本木付近)
ム白田切川火砕流を帯水府とするチ|戸 (妙高々 原1110

図2-4-92 妙高火山東北箆水位降下 (8)
一揚水量(Q)関係図



時

代

{ 

元

新

ー也ー

第4I詳北陸地方の地下水 469 

表 2-4-28 妙高火山地質層序表 (早津(討を一部改変)

南麓

(妙高高原町)

田口泥流

上

東 北麓

(妙高村)

i苅 )11i尼 ttE

:1じ麓

(中郷村，新井市南音日)

更 |新 |富 シブタミ川火砕流

J切IJ切

成 llzAp4 回-IJJi尼流

新 |

層二| 自由切火砕流 片見川火砕流 渋江川火砕流

火 I ~盟

魚、沼層

イ白 iil 屑

山質岩塊で特徴づけられ，山麓地下に も広く広が っている(妙高図研グノレープ(2)の関川火砕流，渋

江川軽石流に相当する〉。

同一第III期 (約 70 ， 000 年~50， 000 年前まで):シブタミ川火砕流な ど南麓に噴出物を l噴出し

た。また，第E期~第lV期には降下火山灰も多く|噴出され，山麓には風化火山灰 〈ロ ーム〉と な

って広く分布している。

同一第lV期 :先カノレデラ期の小噴出のあと， カノレデラ形成期の約 20000年前(7)までの問，火山

休の崩壊および陥没により大量の泥流が発生し堆積 した。これらは，南から田口泥流，関川泥流，

矢代川泥流である〈妙高図研グノレープ(2)の泥流 1，IIに相当する〉。 岩質は数 ClTIから 1mの安山岩塊

を黄褐色の腰結度の低い火山灰質泥が埋めている。厚さは数十m から百数十m である。さ らに，

約 5000年前頃， 現在の妙高山中央火口丘の形成とあい前後して大量の火砕流を噴出した。これ

が下位の赤倉火砕流と上位の大田切川火砕流である (妙高団研グループの中央火口丘旧期火砕流およ

び新期火砕流に相当する)。岩質は，いずれも灰白色~暗灰色の角閃石安山岩質岩塊を同質火山砂
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が埋めているが非常にルーズである。

(2) 地下水

前述の各火山i噴出物を帯水層とする井戸の湧出能を水位降下量一揚水量の関係で、表現したのが

図2-4-92である。これによると，最も新しい火砕流である大田切川火砕流を帯水層とする井戸

と，それより古い〈主に第E期以前の〉火砕流を帯水層とする井戸に大別される。 山麓各地域の特

徴は次のとおりである。

東麓(妙高高原町池の平，田口〉では，井戸は固く締まった自国切川火砕流を帯水層としている。

比湧出量 (Sc)は 10m3/d/m-30m3/d/mである。

東北麓(大田切)11と片貝川に挟まれた地域〉では，最もすぐれた帯水層である大田切川火砕流が

j享く分布する。北陸差益政局調査井(1) (図2-4-90の6地点〕では深度 62mまでが大田切川火砕流

(赤倉火孫味も含む)，それ以下が関川泥流に相当すると考えられる。 同様に，関山付近の消雪用井

戸(図2-4-90の4付近〉では，両者の境界は 50m前後であり， Scは 50-120m
3/d/m で ある。

一方，中郷村江口新田(図2-4-90の3付近〕の上水道水源井では，Scは70-100m3/d/mである。

北麓(松ケ峯以北二本木まで〉では，表層約 10mまで二本木泥流，矢代川泥流が分布し，その

下位に渋江川火砕流以下のl噴出物がある。北陸農政局の調査井ω(図2-4-90のめでは，泥質な上位

;u'~物を数枚挟んだ火砕流堆積物が採水層となっている(妙高団研グループ(2) の大沼原火砕流入中郷

村二本木の日曹工場の井戸(図2-4-90の1付近〉では， Scは 10-20m3/d/mであるが，北陸農政

局の調査井では Scは 40m3/d/mとこの地域では大きい値となっている。 このことは，調査井が

横根山一松ケ峯 二本木とつづく背斜軸の西側の向斜部に当る第三紀層上面の埋没谷地形に当る

ことと無関係ではないと考えられる。

この地域では，近年， 消雪用井戸が急増している。と くに， 1976年， 1977年の豪雪後著しく

増加 している。

東路(妙高高原町〉では，消雪用井戸が妙高高原駅付近，赤倉温泉に数本ずつある。この地域は，

裕水層に恵まれず地下水開発は進んでいない。

東北麓(妙高村，中郷村松ケ峯以南〉の関山駅周辺では，道路 300m間痛に 1本に割合で消雪用

井戸が掘られ，その数は 16-17本ある。弁戸の深さは約 100m，揚水量は l井当り日量 800m
3

である。このほか，上水道府 2本，農業用 1本の井戸がある。

関山付近に近接した中郷村江口新田に上水道用井 3本，その他 1本の井戸がある。

北麓(中郷村松ケさを以北)では，二本木の日曹工場に 17本の弁戸があり，国道17号線沿いには

消雪用井戸が 3本ある。 。11崎敏〉
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16. 佐渡島

16-1.佐渡田中平野

(1) 地形・地質

国中平野の中心部は，真野湾に向かつてひらける沖積低地からなり，それをとりまくように丘

陵地帯が発達する。丘陵は第三紀層の基盤とそれを覆う第四紀層からなり ，数段の平坦面が認め

られるが，かなり解析され奥深い谷が発達している。谷部には直接基盤の第三紀層が顔をだして

いる。加茂湖をとりまくように発達する台地は，国中低地帯を二分する分水界を形成 し，厚い洪

積層からなっている(図2-4-93)。

国中平野の第四紀の基盤は，ほとんど新第三紀の沢根層(6)からなる。沢根層は砂岩，シノレト岩

互層および砂喋岩からなる上部(質揚層，貝立層〉と塊状のシノレト岩からなる下部(河内層)とに分

01  23km  
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図 2-4-93 国中平野水文地質図


